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平成 29 年度事業報告・収支決算報告  

1. 平成 29年度事業報告（平成 29年 4月 1日〜平成 30年 3月 31日） 

1.1 概要 

平成 29 年度はトルコ・シャンルウルファ県ハラン市およびアクチャカラ市の農村部

では、避難民として同地で生活するシリア人の子ども達を対象として各事業を展開し

た。シリア難民の子ども達の心身の発達を保護し促進するため、教育事業を中心とし

保健衛生や栄養改善に貢献する配布事業を実施した。また、避難民の状況を国内外へ

発信するため短編映画を自主製作した。カンボジア・コンポンチュナン州コンポンレ

ーン郡では、水上生活をする貧困層のコミュニティでの教育支援を実施した。 

 

1.2 主要事業 

①	 施設整備・活動運営等の教育支援事業 

【トルコ共和国】平成 29年 4月〜平成 30年 3月 

トルコで避難生活を続け、他に学習機会のないシリア人の子ども 120名を対象に、最

低限の読み書き・計算を学習する機会を定期的・継続的に得られるよう、インフォー

マル教育の教室を継続運営した。トルコ・シャンルウルファ県ハラン市及びアクチャ

カラ市郊外農村部の 2ヶ所で運営した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象地 トルコ・シャンルウルファ県ハラン市／アクチャカラ市 

 
対象者 シリア難民の子ども 120名 

指導内容 学習活動：アラビア語、トルコ語、英語、算数、理科、社会 

レクリエーション活動：スポーツ、図画工作、音楽、演劇 



【カンボジア王国】平成 30年 1月〜平成 30年 3月 

プノンペンの Pannasastra大学ボランティアグループと提携し、カンボジア・コンポ

ンチュナン州コンポンレーン郡の水上生活コミュニティで暮らし公立学校へ通学する

カンボジア人の子ども 250人及び学校教師 6人を対象とし、通学手段のない子どもへ

通学船の提供と教師トレーニングにより水上生活コミュニティの学習環境を整えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②	 食糧・衛生品等の物資配布事業 

【トルコ共和国】 

トルコ・シャンルウルファ県ハラン市・アクチャカラ市郊外農村部にて、不衛生な環

境で慢性的な食糧不足下にあるシリア難民の子ども 80 人を対象にマルチビタミンシ

ロップ（5回）、食糧・衛生品（各 1回）、越冬支援用の防寒衣類（1回）を配布した。 

 

③	 国内外の市民社会組織との連携及び啓発事業 

シリア難民の子どもの生活や支援活動に関する短編映画を製作し、映画祭への出品に

応募した。 

対象地 カンボジア・コンポンチュナン州コンポンレーン郡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象者 水上生活コミュニティにある公立学校生徒のカンボジア人の子ども

250人及び教師 6人 

活動内容 通学船：6日間／週の登下校時に運航 

教師トレーニング：1〜2回／月指導スキルアップトレーニング・指導

法改善ワークショップの実施 

2018/5/16 Kampong Leaeng District - Google 

https://www.google.co.jp/maps/place/Kampong+Leaeng+District,+%E3%82%AB%E3%83%B3%E3%83%9C%E3%82%B8%E3%82%A2/@12.6351245,103.0596971,8z/data=!4m5!3m4!1s0x310e8c38a97d4da1:0xa3a16a5b904ae07b!8m2!3d12.277877

 ©2018 Google 50 km 

Kampong Leaeng District



2. 平成 29年度収支決算書（平成 29年 4月 1日〜平成 30年 3月 31日） 

n 活動計算書 
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n 財産目録  
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n 貸借対照表  
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n 監査報告書  
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3. 平成 29年度活動予算書（平成 29年 4月 1日〜平成 30年 3月 31日） 
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平成 30 年度事業計画・収支予算計画  

1. 平成 30年度事業計画（平成 30年 4月 1日〜平成 31年 3月 31日） 

1.1 概要 

平成 30年度は、トルコにおけるシリア難民の子どもに対するインフォーマル教育

支援活動の継続、カンボジアにおける水上生活コミュニティに居住する子どもや

教師に対する教育環境改善支援の継続に加え、スーダンでの教育・子ども保護支

援活動を開始する。また、啓発事業としてシリア難民の子どもの生活を描いた短

編映画作品の、各種映画祭への出品や広報活動を実施する。 

 

1.2 主要事業 

①	 施設整備・活動運営等の教育支援事業 

トルコ共和国 

対象地 トルコ・シャンルウルファ県ハラン市及びアクチャカラ市郊外農村部 

対象者 シリア難民の子ども 100人 

活動内容 避難生活を続け、他に学習機会のないシリア人の子ども達が、最低限の学習活動及び心理社会

的活動に参加する機会を定期的・継続的に得られるよう、インフォーマル教育の教室を継続運

営する。公立学校への編入準備となるようトルコ語の読み書き及び会話の練習を強化するほか、

子ども達の社会的コミュニケーションスキルやレジリエンスを促進する心理社会的活動を積極

的に導入する。 

カンボジア王国 

対象地 カンボジア・コンポンチュナン州コンポンレーン郡 

対象者 水上生活コミュニティで暮らし公立学校へ通学するカンボジア人の子ども 250人及び学校教師

6人 

活動内容 通学手段のない子どもへ通学船の提供と教師トレーニングにより、水上生活コミュニティにお

ける学習環境の整備と教育の質の向上に取り組み、子ども達の就学動機を促進する。 

スーダン共和国 

対象地 スーダン・ハルツーム州ハルツーム郊外農村部 

対象者 脆弱性の高いスーダン人の学齢期の子ども 450人 

活動内容 スーダンにて法人支部として NGO 登録を完了。現地 NGO 団体をカウンターパートとし、農

村部貧困家庭の脆弱性の高い子どもへの子ども保護を中心とした教育支援活動を実施する。未

就学の子どもに対しては就学支援としてスクールバスを運行し、生徒の就学動機を促進するレ

クリエーション活動の導入や教師への子ども保護・発達に関するトレーニングを実施する。 



②	 食糧・衛生品等の物資配布事業 

スーダン共和国 

対象地 スーダン・ハルツーム州ハルツーム郊外農村部 

対象者 脆弱性の高いスーダン人の学齢期の子ども 450人 

活動内容 教育支援と並行し、栄養失調改善と家庭の経済的負担を軽減するため

対象公立小学校にて給食を支給する。また保健衛生の向上のため男女

別のトイレの増設と手洗い場の設置、セッションを通じた手洗いの習

慣づけに寄与する。 

 

③	国内外の市民社会組織との連携及び啓発事業 

啓発活動と広報活動を兼ね、シリア難民の子どもの生活を描いた短編映画作品を

各種映画祭へ出品応募し公開を目指す。 

 

④	その他 

法人の趣旨に賛同して活動していただける正会員および賛同して支援していただ

ける賛助会員の入会を推進する。 

  



2.	  平成 30年度活動予算書（平成 30年 4月 1日〜平成 31年 3月 31日） 
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別添資料 1	 施設整備・活動運営等の教育支援事業（トルコ） 

活動内容 

	 2011年に勃発したシリア戦争により、トルコにて避難民として滞在しているシリア人の

子どもで、避難後教育を受ける機会を一切失っている子どもを対象とし、アラビア語（シ

リア人の母国語）やトルコ語、英語の読み書き、算数、理科、社会の学習や図画工作、合

唱や演劇といったレクリエーション活動ができるインフォーマル教室 2 ヶ所を運営した。

当団体では 2016年 7月より、トルコのシリアとの国境県であるシャンルウルファ県ハラン

市にてシリア難民の子どものためのインフォーマル教育をテント教室 1ヶ所にて開始した。

2016年 10月よりシャンルウルファ県アクチャカラ市に 1教室追加し、申請事業では合計 2

教室の継続的運営に寄与した。2 教室では合計 120 名が定期的に通学し、テント教室を設

置した村及び周辺の村にて同じく難民として滞在し教師経験のある 2 名のシリア人と、大

学を卒業しているトルコ人 1 名の計 3 名が教師として指導した。教室テントは比較的、現

在就学していない学齢期の子どもをもつシリア難民世帯が多く、ホスト・コミュニティ（ト

ルコ人地主、自治会長、住民）との関係が良好な村に設置し、生徒は同村または周辺村で

滞在する子どもで構成した。 

	 学習教科はアラビア語とトルコ語の読み書きを中心とし、そのほか英語、算数、理科、

社会や、レクリエーションとして図画工作、合唱、演劇を指導した。子どもの発達段階や

学習経験に関するアセスメントを実施し、子ども達のクラス割り振りとカリキュラムを検

討した上で、初級・中級の二部制のクラスとして各クラス 1 日 4 時間、週 5 日間の授業と

した。学習に支障のないよう、教材や学用品は教師と相談の上適宜配布した。 

	 出席簿にて出席状況を確認していたが、特に年長の子どもは主に家族の農作業を手伝う

ことが理由で農繁期に欠席が目立ったが、子ども達や家族を定期的にフォローアップし、

綿花の収穫時期終了に伴い定期的な出席へ繋がった。移住により教室に通うことが困難と

なった子どもは事業期間内ではこれまでより減少し、新規に対象村に移住してきた子ども

も都度受入れを実施した。 

	 学習状況を把握するため定期的に簡易テストを実施したほか、生徒や保護者へのインタ

ビュー形式で教室へのニーズや学習状況について個別に意見の聞き取りを実施した。モニ

タリングを通じて、子どもの学力や発達傾向に遅れは見られないものの、2教室中 1教室に

おいて学習の進捗や子どもの行動傾向に違いがあることが観察された。理由としては当該

教室の教師の指導方法が、子どもにとって明確でないことが課題として挙げられた。これ

を受け 2 教室における教師の入替を行い、全教師含めて検討会を実施し、当該教室の教師

に対する他の教師による教授法のサポートを行った。 

 



達成目標と成果 

① トルコで避難生活を送り就学機会のないシリア人の子どもに対し、最低限の学ぶ環境

を提供する。 

：2 村におけるテント教室にて必要な教材を配布し、シリア人教師及びトルコ人教師

により学習及びレクリエーション活動を提供する教育支援を定期的・継続的に実施し

た。 

 

② 避難後の無就学期間のフォローアップを継続するとともに、個々の年齢や発達に即し

た学習向上・維持を促進する。 

：活動を通じて、集団活動への適応や社会適応能力が向上し、学習へのレディネスが

全体的に整った上で、学力向上・維持の促進のためカリキュラムを構成した。子ども

の学力や発達に合わせて初級・中級にクラス編成とカリキュラムを設定したが、同ク

ラスのなかでも子どもの学力や年齢に差はあり、各子どもの理解や学習経験に合わせ

て対応できるよう学習速度を逐次見直した。 

 

③ シリア人の子どもの、トルコでの生活適応を促す。 

：今後もトルコでの避難生活が続くと見込まれるシリア人の子ども達の、日常生活に

おけるホストコミュニティでの社会適応や今後のトルコ公立学校への編入を視野に入

れ、トルコ語授業をカリキュラムに導入した。文字の読み書きのほか挨拶など日常会

話の学習を取り入れた。未だアラビア語の文章の読み書きには難しさもある子ども達

であるが、文字の読み書きは定着した上でトルコ語を導入したことで言語の混乱はみ

られず、生活のなかでトルコ語が読めるようになったり、トルコ人の子どもとコミュ

ニケーションがとれるようになり村内でも社会参加が促進したとの報告を子どもや保

護者から受けた。教師として対象村及び周辺村に居住するシリア人とトルコ人を迎え

入れることにより、教室を通じ家族やホストコミュニティにおける交流が活性化し、

地域における子どもの保護システムの構築にも寄与した。 

 

④ シリア人の子どもの主体的・積極的な参加による子どもの発達を促進する。 

：農作業や家事の手伝いにより、家族のなかで責任を負いながら生活する子どもが、

“子どもらしく”自ら積極的に参加し楽しむことができるよう、レクリエーションと

して芸術的活動を実施した。特に絵画を楽しむ子どもが多く、モニタリングの度に教

室や家庭で描いた絵をスタッフに手渡しに来ていた。活動当初は飛行機や国旗など戦

争を連想させるシンボルを描く子どももいたが、活動が進むにつれて自然や家庭、人



物、文章をカラフルに描いたり、アニメのキャラクターなど想像的な対象を描くよう

になり、子ども達の個性や主体性が豊かに表現されるようになった。また、合唱や演

劇ではシリアを題材にした内容が好まれ、芸術的方法を通じて友人や教師と共感した

り不安を軽減し、子ども達のアイデンティティや自尊心の獲得に繋げることができた。 

 

⑤ シリア人の子どもの就学・就職準備の一端とする。 

：シリア紛争終結の見通しが未だ立たないなか、長年にわたる避難生活中の子ども達

の基礎学力や心身発達の遅れは、ホストコミュニティでの社会参加及び生計構築、シ

リア帰還後の社会適応や次世代による平和構築に影響する。トルコ政府は UNICEF

や Turkish Red Crescent（TRC）、EUらと共同ですべてのシリア難民の子どもをト

ルコの公立学校へ新入・編入させることを目指し、コンディショナル・キャッシュト

ランスファー支援により、定期的に公立学校へ通学している子どもがいるシリア人世

帯に対しインセンティブとしてキャッシュ支援を実施している。これまで縮小されつ

つも残存していた、シリア人教師によるアラビア語でカリキュラムを実施する一時的

教育施設（公教育として認可）も、2018 年 8 月には閉鎖される方針が打ち出された。

しかし特に郊外の村では、シリア人の子どもを受け入れる学校の教師数や教室数など

のキャパシティ不足や通学手段不足のほか、すべてトルコ語の授業となるためシリア

人の子どもに対する教育支援には繋がらず、またトルコ人・シリア人間のトラブルか

ら保護者が通学を拒絶するなど、未だ課題点が残っている。農村にて避難生活を送っ

ているシリア人世帯のほとんどは、シリア紛争以前も農業で生計を立て社会経済的地

位の低い世帯であり、教育に対する意識も比較的低いが、シリアへの帰還を想定して

いるシリア人家族・子どもは特に、母国語であるアラビア語の読み書きができないこ

とを懸念し、またシリア人の教師に教授してもらいたいという希望がある。申請事業

では、インフォーマル教育でありながらもシリア人教師によるアラビア語を主体とす

る授業を実施し、子どものアイデンティティ形成に配慮しながら、トルコ語の識字学

習を提供しホストコミュニティへの社会参加を前年に比較し大きく促進できた。 

 

今後の課題：公立学校への編入支援・代替支援 

トルコ政府や国連機関、他の NGOは、トルコ公立学校へのシリア人の子どもの入学・編入

を推奨し“Back to School”キャンペーンなどにより公立学校への登録／出席率の向上に努

めている。一方、特に農村部のシリア人家族は①トルコ語による学習を望まず、母国語で

あるアラビア語の読み書きが正しく習得できることを希望している（シリア人教師による

教授を望む）、②子どもがシリア人としてのアイデンティティを喪失することを危惧する、



③トルコ人の子どもからの不適応行動を懸念する、④公立学校への交通手段がない、⑤近

隣の村の公立学校ではシリア人受け入れにあたるキャパシティが不足しているなどといっ

た点を理由に、トルコ公立学校への編入ができていない。学校側のキャパシティやカリキ

ュラムなどの対応不足については、トルコ教育省と UNICEFにより事業が進められている

が、シリア人家族の希望やニーズをベースにした事業計画とは必ずしも一致しない。ホス

ト国トルコの政治的動向に配慮しつつも、大規模事業から取り残されているシリア人の子

どもの権利が保護されるよう、実現可能な活動を模索する必要が課題として残っている。 


